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本研究は北海道礼文島の久種湖の堆積環境を調査するため行った。

調査地点と調査方法

礼文島は、北海道稚内の西約５０ｋｍにある島で、北緯４５度２６分、東経１４１度

０２分にある（地図１）。久種湖は礼文島北部の船泊湾に面した海跡湖である。

１ ９ ８ ７ 年 ８ 月 １ ７ 日 と １ ９ ８ ８ 年 ７ 月 １ 日 の ２ 回 に わ た り 、 久 種 湖 の 南 岸 、 標

高 ＋ ２ ． ４ ９ ｍ 、 ア シ、 ミ ズ バ シ ョ ウ 湿 原 よ り 、 マ ニュ アル コ ア サ ン プ ラ ー に よ り

全長１６．２０ｍのポーリングコアを採集した。

年 代 測 定 は １ ４ Ｃ に よ り 、 ∠ １ つ の サ ン プル （ 植 物 遺 骸 、 泥 中 有 機 物 ） に つ いて 中

村ら（１９８５）による調製方法によりターゲットを作製し、タンデトロン加速型質量

分析計により測定年代値を得た。

珪 藻 分 析 は 、 サ ン プ ル １ ｃ ｍ ３ を ３ ０ ％ 過 酸 化 水 素 水 、 濃 塩 酸 に よ り 処 理 を 行

い、その後、遠心（３０００回転、１０分）により洗浄。１８×１８ｍｍカバーグラス上

に マ ウ ン ト し 乾 燥 。 ブ レ ウ ラ ッ ク ス を 用 い て 封 入 し プ レ パ ラ ー ト を 作 製 し た 。 次

に任意に２００個体をカウントした。

堆積物の硫黄分析（ＦｅＳ２）は過酸化水素水比濁法によった（佐藤１９８９）。
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１４Ｃの年代測定の結果
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珪藻遺骸群集の遷移と堆積環境の復元

海抜 - １ ２ ． ４８１以下の層準では、珪藻遺骸は認められなかった。この層準にお

い て は 硫 黄 が ほ と ん ど 認 め ら れ な い の で、 淡 水 環 境 で あ っ た と 思 わ れ る 。

珪 藻 遺 骸 群 集 の 分 析 結 果 に よ り 、 こ れ を ３ つ の 珪 藻 帯 、 海 産 珪 藻 帯 （ Ｍ Ｄ じ 〉 、

遷移帯（Ｔｒ２）、淡水産珪藻帯（ＦＤ２）に分けることができる（Ｆｉｇ．１）。

Ｍ Ｄ Ｉ ゾ ー ン （ - １ ２ ． ４ ８ ～ - ９ ． ４ ０ ｍ ）

海 産 珪 藻 帯 は 海 産 と 汽 水 産 の 珪 藻 が ５ ０ ％ 以 上 の 珪 藻 帯 で あ る 。 硫 黄 量 の 急 激

な 増 加 は Ｍ Ｄ Ｉ ゾ ーン よ り 始 ま る 。 こ の よ う な 海 産 珪 藻 の 増 加 と 硫 黄 量 の 増 加 は
-１２．４８ｍの層準でこのサイトに完新世海進が始まったことを示している。

Ｍ Ｄ Ｉ ゾーン は 優 占 種 の 違 い に よ り ３ つ の サ ブ ソ ーン に 分 け ら れ る 。

Ｍ Ｄ Ｉ - サ ブ ソ ーン ａ （ - １ ２ ． ４ ８ ～ - １ １ ． ９ ０ ｍ 、 シ ル ト 質 粘 土 ）

５ ０ １ 近 く の 海 産 種 が 認 め ら れ 、 ４ ５ ％ は 汽 水 産 種 で あ り 、 淡 水 産 種 は ５ ％ に

満たない（Ｆｉｇ。１）。ＭＤＩ-ａゾーンの特徴は、（泌（ｌｃｏｎｅｉｓ！；（ごｕｔｅ目ｕｍの優
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占である。（ｊ（２（ｌｏｎｅｉｓｉｌ（２１Ｊｔｅｌｌｕｌは沿岸域に生息する付着性の種でアマモ

Ｚｏｓｔｅｒａ、１１ａｒｉｎａなどに付着すると報告されている（Ｓｉｅｂｕｒｔｈ＆’１’ｈｏｍａｓ１９７３）。

また、関谷、熊野（１９８３）は、北海道北部の汽水湖である、クッチャロ湖の大沼

で、１３Ｚ以上の割合でＣｏｃｃｏｎｅｉｓｓｃｕｔｅ目ｕ［が現生種として生息していること

を 報 告 して い る 。 ク ッ チ ャ ロ 湖 は 潮 の 干 満 に よ り 海 水 が 自 由 に 行 き か う 汽 水 湖 で

あ る 。 こ の ゾーン は 水 深 が 浅 く 、 少 し 閉 じ た 内 湾 域 で あ っ た と 推 測 さ れ る 。

ＭＤＩ-サブソーンｂ（-１１．９０～-１１、４０ｍ、シルト質粘土層）

海産種が２３．３Ｚに減少。その一方で５２．０Ｚに汽水産が増加、淡水産も１０．

９以こ上昇した。優占種は３３．５劣を占めるＥｐｉｔｈｅｍｉａｔｕｒｇｉｄａに変る。居平ら

０９８５）はＥｐはｈｅｍｉａｔｕｒ８ｉｄａは淡水と汽水の両方の環境に生息し、釧路湿原

の 遠 矢 川 の Ｔ ｒ ２ ゾ ー ン と Ｆ Ｄ ２ - ａ ゾ ー ン に 出 現 す る と 報 告 し て い る 。 こ の

層 準 が 堆 積 し た 時 、 海 水 の 影 響 の あ る 汽 水 の 潟 湖 が 形 成 さ れ た と 考 え る 。

Ｍ Ｄ Ｉ - サ ブ ソ ーン ｃ （ - １ １ ． ４ ０ ～ - ９ ． ４ ０ ｍ 、 シル ト 質 粘 土 ）

海 産 の 貝 で あ る シ ズ ク ガ イ Ｔ ｈ ｏ ｅ ｒ ａ ｌ ａ ｔ ａ が 出 現 す る 。 汽 水 産 種 が 約 ３ ７ Ｚ に

急 減 し 、 淡 水 産 種 、 海 産 種 が そ れ ぞ れ ２ ６ ． ５ Ｚ 、 ３ ４ ． ０ Ｚ に 増 加 し た 。 優 占 種 と

してＣｏｃｃｏｎｅｉｓｓ；ｃ；ｔＪｔｅ川ｕｍ（海産種）が１９．４Ｚ、ｌｌｈ（）ｐａｌｏｄｉａ１１ほ、ｂｅｒｕｌａ（汽

水 産 付 着 種 ） が １ ２ ． ０ Ｚ を 占 め て い る 。 こ の サ ブ ソ ー ン は Ｍ Ｄ Ｉ - サ ブ ソ ー ン ａ と

種 構 成 は 似 る が 、 淡 水 産 種 が ２ ６ ． ５ ％ も あ り 、 淡 水 の 影 響 が 強 く な っ た 点 が 違 う 。

淡水産として庖俳ｏｓｉｒａｉｔａ目ｃａとＦｒａ８ｉ】ａｒｉａ属の数種が見受けられた。

ｒ・１（・ｌｏｓｉｒａｉｔａ卜ｃａは、プランクトン性と一般的には報告されている。しかし、

１くａｍｉｊｙｏ＆ＷＩ、ｔａｒｌａｂｅ１（Ｈ）８３）は汽水湖である河北潟から本種を報告している。

Ｆ ｒ ａ 呂 川 ａ ｒ ｉ ａ 属 は 淡 水 湖 の 岸 の 止 水 域 に 生 息 し て お り 、 ま た 川 の 潮 間 帯 に も 生 息 し

ている。またＰａｒ・ａｒｉａｓ；ｕｌｃａｔａがこのゾーンではみられないことにより、この

時 期 に は 汽 水 、 特 に 淡 水 の 影 響 を 強 く 受 け る 内 湾 に 再 び 戻 っ た と 考 え ら れ る 。

Ｔ ｒ ２ ゾ ーン （ - ９ ． ４ ０ ～ - ７ ． １ ０ ｍ ）

淡水産珪藻の比率が５０Ｚ以上。またソーン全層にｒ１１１ｓｔｏ８１０１ａｅｌｌｉｌ）ｔｉｃａが
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出 現 す る 。 淡 水 産 が 優 占 して い る に も か か わ ら ず 硫 黄 量 の ピー ク が こ こ に あ る 。

こ の ゾーン も ２ つ の サ ブ ソ ーン に 分 け ら れ る 。

Ｔ ｒ ２ - サ ブ ソ ーン ａ （ - ９ ． ４ ０ ～ - ７ ． ８ ５ ｍ 、 シル ト 質 粘 土 ）

- ９ ． ２ ３ ～ - ８ ． ５ ３ ｍ に は Ｔ ｈ ｅ ｏ ｒ ａ ｌ ａ ｔ ａ シズク ガ イ が 含 ま れて お り 、 こ れ は 内 湾

の 底 泥 内 に お も に 生 息 す る と 報 告 さ れ て い る （ 松 島 １ ９ ８ ４ ） 。 ６ ０ １ 以 上 の 淡 水 産 種

が出現する（Ｆｉｇｌ）。ｒｌｅｌ（ｓｉｒａｉｔａ卜ｃａ、（Ｔ；（）ｃｃｏｎｅｉｓｒ）ｈｃｅｎｔｕｌａが優占する

こ と か ら こ の サ プ ソ ー ン ａ で は 、 久 種 湖 が 閉 塞 さ れ 汽 水 化 か 進 ん だ と 考 え ら れ る 。

Ｔｒ２-サブソーンｂ（一了。８５～-７．１０ｍ、シルト質粘土）

海産種が約１０Ｚに増加し淡水産種も約７０以こ急増している（Ｆｉｇ１）。優占

種は上位よりＦＩ（？ｌｏｓｉｒａはａｌｉｃａ、（Ｍｃｃ（）ｎｅｉｓｐｈｃｅｎｔｕｌａ、Ｆｒａ８日ａｒｉａ属の順で

あ る 。 こ れ ら の 種 類 は 湖 岸 の よ う な 止 水 の 環 境 で 一 般 に 見 ら れ る 。 海 産 プ ラ ン ク

トン性の「」ａｒヽａｒｉａｌ；ｕｌｃａｔａがこのゾーンで再び出現することは海水が久種湖に

再 び 影 響 を 及 ぼ す よ う に な っ た と 考 え ら れ る 。 特 徴 は 以 前 に 述 べ た よ う に

ｒｌ。ｓｔｏｇｌｏｉａ（・川ｉｐｔｉｃａの出現である。この属の珪藻は暖海産種であり日本では沖

縄で一般的に報告されており（高野１９６２、１９６４）、Ｊｏｈｎ（１９８３）によりオース

ト ラ リ ア の 西 海 岸 の Ｓ ｗ ａ ｎ 川 で 報 告 さ れて い る 。 現 在 、 久 種 湖 や 周 辺 に 生 息 して

い な い 暖 海 性 の こ の 属 の 種 が 出 現 す る こ と か ら 、 当 時 対 馬 暖 流 の 影 響 が 現 在 よ り

も強かったことが考えられる。

Ｆ Ｄ ２ ゾ ーン （ - ７ ． １ ０ ～ 十 １ ， ９ ４ ｍ ）

海 産種がＩＺ以下のゾーンである。硫黄量は２．０ｍｇ／８以下に減少している。

Ｆ Ｄ ２ ゾーン の 砂 層 Ｃ こ は ほ と ん ど 珪 藻 が み ら れ な っ か た が 、 硫 黄 の 含 有 量 か ら み

て Ｆ Ｄ ２ ゾ ーン は 淡 水 環 境 で あ っ た と 推 測 さ れ る 。 優 占 種 の 違 い に よ り ３ つ の サ

ブソーンを設定した。

Ｆ Ｄ ２ - サ ブ ソ ーン ａ （ - ７ ． １ ０ ～ - ４ ． １ ０ ｍ 、 シル ト 質 粘 土 ）

海 産 種 が １ ％ 以 下 で 汽 水 産 種 は 約 ６ 冤 で あ る が 、 一 方 で は 淡 水 産 種 が ８ ７ ． ０ μ こ
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増加している（Ｆｉ８１）。６５Ｚ以上の１１（，ｌｏｓｉｒａｉｔａｒｌｃＥと５ＺのＣｏｃｃｏｎｅｉｓ

ｒ）は（こｅｎｔｕｌａが上位種である。一方（；ｙｒｏ引ｇｍａ属のような汽水種が-４．９４ｍの

層 ま ・ で み ら れ た 。 完 全 に 淡 水 で は な く 汽 水 の 影 響 の あ る 湖 で あ っ た と 思 わ れ る 。

ＦＤ２-サブソーンｂ（-４．１０～-１．４８ｍ）

海産種は平均０．３Ｚ・で汽水種は約三ｊｊ回尚水産種は約８２％となっており、Ｍ

（！ｌｏｓｉｒａｉｔａｌｉｃａが約２０Ｚで優占している。同時にｌｏｔｊｃで付着性のＦｒａｇｉ

ｒａ卜ａ属とＣｏｃｃｏｎｅｉｓｐｌａ（ｌ（、ｎｔｕｌａがそれぞれ２０５９、１侃と増加している。淡水産

プ ラ ン ク ト ン 性 種 が 減 少 し 、 止 水 付 着 性 の ２ 種 が 増 加 し て い る こ と か ら 、 古 久 種

湖が浅くなったと考えられる。

ＦＤ２-サプソーンｃ（-１．４４～＋１．９４ｍ、＋１．２７１以上の層準はＰｈｒａｇｌｉｔｅｓ

などの遺骸を含むピート）

約６Ｚの汽水産種、約８６Ｚの淡水産種が占める。優占種は３０５ｇのＥｕｎｏｔｉａ

属 が 占 め る 。 こ の 属 は 湿 原 の 指 標 に な る 属 で あ る 。 淡 水 湿 原 に 変 化 し て き た と 思

われる。

砂州の形成による淡水化と対馬暖流の流入

次のように久種湖の古環境を要約できる。 -１２．５０１以下の層では淡水環境であ

る。約８０００～６０００ｙ．Ｂ．Ｐには古久種湾の底になり、一旦古久種潟となったが、

また再び古久種湖湾になった。６０００ｙ．Ｂ．Ｐ頃から５５００ｙ．Ｂ．Ｐ頃には淡水化が

始まり一旦古久種湖となったが、５５００～４５００ｙ．Ｂ．Ｐ頃には再び汽水湖となった。

４５００ｙ．Ｂ．Ｐ頃から本格的に淡水化が起り、１０００ｙ．Ｂ．Ｐ頃には湿原化したと考えら

れ る 。 し

北海道のオホーツク海沿岸の常呂で最初の完新世海進のピークが６０００ｙ．８．Ｐ

であったことを海津（１９８３）が報告している。第１海産珪藻帯（ＭＤＩ）が最初の

完新世海進のピーク６０００年と一致することは大阪湾（熊野、宮原１９８１、熊野、藤

本１９８２、佐藤ら１９８３）、佐渡の加茂湖（佐藤、熊野１９８５、１９８６）、常呂（浜野ら

１ ９ ８ ５ ） 、 釧 路 湿 原 （ 居 平 ら １ ９ ８ ５ ） な と が ら 報 告 さ れ て い る 。 犬
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こ の 様 に ６ ０ ０ ０ 年 前 ごろ に 最 初 の 完 新 世 海 進 の ピー ク が あ る こ とを を 示 す 報 告

が あ る の に も 拘 ら ず、 ６ ０ ０ ０ 年 前 の 古 ク ッ チ ャ ロ 湖 は す で に 淡 水 環 境 に な っ て い

た こ と を 熊 野 （ 三 蕊 ） は 報 告 し て い る 。 久 種 湖 も ク ッ チ ャ ロ 湖 と 同 様 に 、 最 初 の

完 新 世 海 退 以 前 に 古 久 種 湾 の 湾 口 に 砂 州 の 形 成 が 進 み 海 と 隔 て ら れ た 結 果 、 淡 水

化が始まったと考えられる。

大場（１９８９）は８０００ｙ．Ｂ．Ｐ頃から対馬暖流が日本海に流入を開始し、６３００

ｙ．Ｂ．Ｐ頃には流人の最盛期になったと報告している。久種湖の海産珪藻帯（ＭＤＩ
-ｃゾーン）と遷移帯（Ｔｒ２ゾーン）（７０００-５０００年前）でのＦｌｆｔｓｔｏｇｌｏｉａ

（、目ｉｐｔｊｃａの出現は、小泉（１９８７）大場（１９８９）が報告した日本海への対馬暖

流 の 本 格 的 流 入 を 裏 付 け て い る 。
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図 の 説 明

地 図 １ ． 北 海 道 、 稚 内 西 方 約 ５ ０ ｋ ｍ の 礼 文 島 を 示 す。

図 １ ． 第 １ 欄 ： 標 高 と 層 相 、 第 ２ 欄 ： 年 代 測 定 値 、 第 ３ 欄 ： 硫 黄 含 量 、 第 ４ 欄 ：

珪 藻 すぺ く と ら む 、 第 ５ ・ ６ 欄 ： 珪 藻 帯 を そ れ ぞ れ 示 す。
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